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リスク、確率力学系、確率数値解析

確率力学系の構造再現性を有する数値
スキーム開発
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統計解析、金融工学

三澤 哲也 教授

確率微分方程式で記述される確率システムは、不確実性を
内包する現象に対する数理モデルとして分野を問わず広く利用さ
れています。ただし、方程式の解が明示的・具体的に求められる
ことは少ないため、実用上は何らかの数値近似スキームによるシ
ミュレーションが重要となります。通常のスキームでは、系が有する
保存量で形成される力学的構造が、往々にして再現されないこ
とが多くあります。そこで本研究では、特に応用範囲が広い確率
ハミルトン力学系について、ハミルトン構造の再現性を有する確
率数値スキームの定式化にアプローチし、よりよい近似手法の開
発に取り組んでいます。

研究者からのメッセージ

http://nrd.nagoya-cu.ac.jp/profile/ja.44fe767e6db49c39.html

最終更新日 2020/12/2

今後の展望

関連する論文
●T. Misawa,“Symplectic integrators to stochastic Ha

miltonian dynamical systems derived from compo
sition methods”, Mathematical Problems in Engine
ering,Article ID384937, pp.1-12 (2010),(DOI:10.
1155/2010/3849 37).

●T. Misawa,”A Lie algebraic approach to numerical I  
ntegration of stochastic differential equations”, SI  
AM J. Sci. Compt., 23,pp.866-890 (2001), (DOI:1    
0.1137/S106482750037024X).

より精度のよいスキーム作成と共に、物理・工学・経済分野に
おける具体的な不確実現象を対象とした実用研究を目指して
います。

本研究は、統計数理分野の方々のみ
ならず、確率系のシミュレーションとその実
務的な応用にご関心のある、様々な分野
の皆さんにご興味を持っていただければ、
幸いです。
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